
2026 第 24 号 <No. 282> モンゴル国立医科大学主催会議での講義および鉱山調査（2026 年 10 月 13 日
配信） 

 

9 月 13 日、石丸知宏教授（医学概論）および西田千夏教授（呼吸病態学）は、ウランバートル市のモ
ンゴル国立医科大学で開催された「職業性・環境性肺疾患および間質性肺疾患」をテーマとした国際会議
に参加し、韓国カソリック大学、ベトナム国立産業環境保健研究所（オンライン）、オーストラリア・ア
スベストおよび粉じん疾患研究所（オンライン）の専門家らとともに講義を行いました。 

本カンファレンスは、モンゴル国立医科大学が主催し、WHO 西太平洋地域事務所およびモンゴル呼吸
器学会の後援のもと開催されました。本学は WHO 指定協力機関として開催を支援し、西田教授が日本
におけるじん肺スクリーニング制度について講義を、石丸教授はモンゴルで実施してきたじん肺に関す
る疫学調査の成果を報告しました。モンゴル国内から呼吸器内科医をはじめとする医師、医学生など約
80 名が参加しました。 

9 月 14 日には、モンゴル国立医科大学の博士課程学生約 20 名を対象として、石丸教授が産業保健お
よび参加型職場環境改善をテーマとした大学院講義を実施しました。また、西田教授は同大学の産業保健
センターを視察し、現地の産業保健活動について情報交換を行いました。 

9 月 15 日から 17 日にかけては、両教授はモンゴル医科大学の教員らとともに、郊外の鉄鉱石および
蛍石の採掘・加工を行う国営企業を訪問し、鉱山労働者を対象としたじん肺に関する健康調査を実施しま
した。今後、これらのデータを総合的に解析し、モンゴルの鉱山労働者におけるじん肺の有病状況や発症
に関連する職業性要因について共同で検討していく予定としています。 

 
 

 
 
 
 
 
 

学会の様子                     石丸教授の講演 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
  

西田教授の講演               大学院講義出席者と石丸教授 


